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中国江南呉語地区の劉猛将信仰と賛神歌
1 .劉猛将信仰の縁起と地域分布
鄭土有※
高倉健一訳※※
劉猛将信仰は中国伝統農耕社会の重要な民間信仰の一つであり、駆蜂神(躍害除けの神)とし
て劉猛将を配る信仰である。 清代の方志の随筆や現代の研究によれば、一般に劉猛将信仰の起源、
は江准地区で、江南呉語地区において盛んに信仰されている。
劉猛将は民間では「劉王Jr普佑上天王Jr吉祥王Jr劉王老父Jr劉王菩薩Jr劉阿大jなどと
呼ばれている。以前は呉語地区の各地の農村で劉猛将の像が記られており、その多くは坊主頭で
足が赤く、半袖短ズボン姿の少年のようないでたちであり、あるものは頭に赤い頭巾を巻いてい
ることから「頭巾猛将jと呼ばれている。他にも比較的背の高い成年文宮もしくは武宮のいでた
ちをした猛将像もいくつかあり、文官のいでたちは朝服で腰に玉の付いたベルトを巻いており、
武官のいでたちでは武将の甲胃を着て手には宝剣を持っている。現在の民間廟で杷られている劉
猛将の多くは宮員の形態であるが、文官か武官の区別は難しい外見となっている。
劉猛将の原型や来歴に関する話はまちまちである。 清代の哀景j爵の{芙地歩半生己雨jの中では、
[按《恰竜余表)):'猛将清宋名将対武穆情。'王整《姑芳:志》亦向。郡志称:'4'奇弟対鋭アヲ鵠統制官，
裳アョ先鋒i泊故，退老平江，早皇室TJ宋，穣除有数，残方ネIt1o'<<一統志、》云:ワリ承忠，元末指拝，
殉づit投河，民立j高紀之。薙正i河建庖)1暁天府，州、i昼多有其洞。， <<居易景》フヨ対宰。俗又待作対験。
斡宇仲f~oJ 1とある。ここからは、江南呉語地区の民間にある劉猛将の原型に関する文献記述
には 5種類の説話があることがわかる。
第一は、宋代の名将「劉鋳 (1098 1162) Jが原型という説である。 w宋史j三三六巻では字
を信叔、宋の}I員徳軍(現在の甘粛省静寧県)の人とある。 清代の挑東升の『秤神i第四巻『夫泉
主i己iに「宋景定四年 0263)，封文リ鰭方挽威{笑天曹猛特，有数~云: .~虫皇入境，漸食嘉禾，…
…民不能怯，吏不能捕，頼示神夫，努天元余。上感其思，下杯其悪。J2と記されている。 f宋史j
によると劉鋳は姿が猛々しく弓が上手で、声が大きいとされている。南宋時代の紹興十年(1140)、
劉鋳は東京副留守に任ぜられ、特世昌や岳飛らと並んで「中興名将jと称された。紹興三十一年
(1161)、金の主完顔亮が兵を率いて南下したため 劉錆は江j住所西制置使に任命されて揚州に駐
屯して金の兵と戦い、翌年病死した。
※復旦大学中文系教授
※※神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科博士後期課程
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第二は、宋代の都鋭という説である。清代の顧震涛の f美 iゴ表 I~急 j 第一巻に[瓦塔在宋イLUlJ+1巷
吉祥庵。宋景定伺建， ~p大猛特堂。神姓文IJ名鋭，端子三年，知文ナH ，死元兵雄……其封神救命碑
在実岩山前半盈庄，宋景定四年(1263年〉二月正-=j=S0 J 3と記されている。康照二十三年(1684)
の『江南通志j第二十三巻には「猛将j高，在府治(指亦州府)中街路仁凡坊之北。景定問 (1260-
1265 )閤瓦塔市倒。神姓対名鋭，或云~p宋名将対情弟。 j と記されており、 f宋史j 1m四九巻にも
劉鋭の名があり、{対鋭，知文州。嘉照元年，北兵来攻，鋭与通刻魁汝鑓:乗城留守，率写民七千
余人昼夜樽哉，ゑ紡甚多。拒守同月余，媛兵不至，城中元7}(，取汲子江。会隊豆以去~失守河，
筑豊此ナト1，夜途城出降，献女大将，失以虚実，故遂増兵攻城甚急，ータ秒江流子数里タト。鋭j支不
免，集其家人，尽仮以安j，皆死，乃緊其戸及公私金自，告命焚之。家素有礼法，幼子向寄オ六歩，
i涙以r'~， dJe下拝受之，左右方之感悌……鋭及其二子自郷死，写民死者数万人。J4と記されている。
ここには郷鋭が劉鋳の弟という記載は明記されていない九
第三は宋代の劉草案という説である。『宋史jには、靖康元年 (1126)、「金兵抵城下"，対鞍“7'1
京城四壁守御使"J4遺使金音"。金人逼対受宮，ヌリ“ ij3 -=j:J~片言氏日 J金人不以予アヲ可用，夫貞女不
事二夫，忠臣不事同君。況主悦臣辱，主辱臣死。以}I摂方正者，妾知之道，此予所以必死也。'郎
体浴更衣，酌1芭酒部始。……建炎元年，贈資政殿大学士，后溢臼忠星。J6と記されている。
第四は宋代の劉宰という説である。 r宋史jによれば、劉宰は字を平呂、号を漫塘と言い、{学
木本伊浩，文芝i1双唐"，アヨ人間正戸蓋，明敏仁恕。任江ナ尉、泰うそ令吋， 4凡可以白子有司，利
子多入者，元不均也"。他死后，多人扶f宮相送，錦延五十里，“人人如央其私来J7とある。
以上の 4人の猛将神は劉宰を除いて包靖節の民族的英雄である。史料によると、南宋時代の景
定四年(1263)に鶴鋳は「揚威侯天曹猛将jに封ぜられ、その十数年後 (1276)に元の兵が高宋
を滅ぼし江南を占領したとある。呉越民衆の劉猛将に対する祭配には民衆の民族英雄に対する想、
いが自然と反映しているのである。
最後のひとつ、第五は元代の鶴承忠という説である。 清代の乾隆増の『大清会典jには、劉猛
将は「駆蛭正神Jであり、その主神は鎚承忠であると記されている。
これまで述べた文献とは異なる第六の意見として、呉語地区の民間に広く伝承されている「放
牛娃jだという説がある 8。これと似たような伝説が斯江省や江蘇省一帯に広く伝わっておりへ
主な筋立てはほぼ同じでおおよそ次のような内容である。劉猛将の名前について村ー人は追究しな
い。前述した「劉阿大J以外にも神歌や宝巻の中で必ず「郡王老父Jや「都仏宮J、「劉仏j等の
名前と交代され、これらの名前はすべて神仏を信仰する村民の子供の名前が使われる。
劉猛将信仰が発生した年代はいまだ未確定である。 清代の挑東升の作手村lj第四巻{実泉主主i己j
や挑福鈎の{鋳鼎余i弔j第三巻 H台}奄奈茨i、顧震涛の{果l、]表i抱j第一巻や康照二十三年 (1684)
の f江南通志j第二十三巻には、高宋時代の景定四年 (1263)に劉錆が「揚威侯天曹猛将Jに封
ぜられ、蛙害捻けの能があると記載されている。蘇州の吉祥庵(中街路道仁風坊の北に位置する
劉猛将を記る庵)は、景定問 (1260-1265)に瓦塔で作られたとされているが、これを証明す
る宋代の文献はなく、元代史料にも関連する記載はないため真偽は定かではないが、少なくとも
明代には江南地区にすでに比較的流行していた。明代の『王稼登集j第四巻 f呉社篇jには、[凡
神所栖合具威信、熊鼓、奈戎迎之日 4会'。……会有‘松花会， ，猛特会¥‘美王会ぺ‘X究者会'。
松夜、猛特二会，余幼i可抗及児，然惟阜、鯉東日挙。J10とある。この記載は現在見つかっている
劉猛将に関する文献記載の中で最も早い時期のものである。
劉猛将信仰は明清時代に河北地域、江南地域に広く伝播した。清代の潅正二年 (1724)、時の
直隷総督の李維鈎は、畿轄地方は毎年蛙害が出るが、地元の民は溺猛将の廟に祈祷して蛙害を除
けていると上奏している l10 また彼は河北省永年県の劉猛将廟の f将軍廟碑文jの中に、 f庚子
(1720，康熊五十九年)仲春，文リ猛特写降実自序:‘吾乃元財芙)1 (在今「志)人。吾父方}I匝帝吋
模江西名特，吾后授指拝之駅，亦1信江右期除江准群盗。返舟凱迩，値蜂輩アョ挟，禾苗慌↑卒，民不
聯生。吾自音惨紡，元以握救，因情級自況子河。后有司i司子朝，遂授猛特写之駅。荷上天脊念愚
減，列入神位。'格写自述如此。乙亥年(1695)治、静、青昼等赴丸!陸蔽天，推鈎吋アョ守道，黙
以三事祷子特写，蛙果不均害。……格写之神力頼釜主之褒救而宣行子西北，永生色虫皇之禍，其功不
亦侍汝!特写i宅承忠，特写之父i宅甲。J12と記している。そして、甲辰(嘉正二年、 1724)の春
に江南、山東、河南、陳西、山西の土地柄の良い場所を選んで廟を建設させるよう通達した 130
清代の乾隆増の f大清会典jには、劉猛将は「駆鰹正神jであり、その主神は劉承忠とある。嘉
慶間監修の『大清通礼j第一六巻布院LJには「猛特写対承忠，子各省府丹、!塁;致祭之礼:毎歩春
秋所在守土正宮具祝文、吊、羊一、奈一、尊一、爵三，蘇没栂内如式。庚明、守土正宮一人，朝
服il許可，行ネし{丈市与宣省祭美帝届i可。jとあり、清代中期以降、劉猛将は絶えず封ぜられていた。
成豊七年(1857)に劉猛将が封ぜられたことに加え、光緒十二年 (1886)には全ての劉猛将は「保
康普佑星庄支悪喪済域化実字刻猛特写jに封ぜられた 140 祭記規格は関聖大帝と同格であった。
中華民国期以後、華北地区の劉猛将信仰は次第に弱くなった。江南呉語地区でも 1949年から
1980年代まではしばらく停滞していたが、今日までに信仰は再び盛んになってきている。調査
状況からみると、呉語地区である江蘇南部の蘇州、常ナトi、元錫と鎮江の一部地区や、 j訴江北部の
嘉興、 j胡州等、および上海の青浦、嘉定、松江地区では最も流行しており、これらは多くが太湖
崩辺域に属している。
2. 呉語地底の劉猛将信仰の祭記儀式
呉語地区の劉猛将信仰は清代の地方文献においてよく見られる。 n青嘉録jは蘇ナH地区の歳時
風俗志で、そのひとつ『正月j巻の民俗の項にある『祭猛将jには、 IC正月)十三日，官府致祭
文Ij猛特写之)表。滋人耕集子吉祥庵。庵中燃鋼;怯之，大如栢梼，半月始天， f谷呼 6大路;怯'。相イ安
神能駆蛙，天早祷雨純j亙，アヲネl雪吠吉，故多人酬答尤方心様。前后数日，各多村民，音牲献醸，拾
{象説街，以奏猛将之神， -i間之 6待猛特， 0 Jとある。顧震涛[呉門表!港、jの中にも向じような記録
があり、これらからは当時は民間信仰として非常に流行していたことが見える。しかしながら、
他の民間信仰と同じく 1949年以降の迷信打破によって多くの廟が破壊され、信仰が以前のよう
に流行することはなくなった。それでも劉猛将信仰の呉語地区の民間信仰への影響は大きく、
? ?? ?
1980年代以降は迅速に回復し、例えば斯江省嘉輿蓮沼蕩の劉王廟や江蘇省呉江市芦嘘鎮の劉王
廟などでは、多くの信者や旺盛な香火を見ることができる Q
フィールド調査から、劉猛将信仰の空間形態には王に廟祭と家祭の二種類があることがわかっ
た。まず、廟祭は廟の中での祭詑活動を指し、それは専門廟と付属廟に分けられる。付属廟とは
劉猛将がその廟の主神ではないが、{象が敷地内に供えられている廟である。例えば上海市青浦区
金沢鎮の楊伯廟(俗称 楊老爺廟)がこれに当たる。専門廟は劉猛将が主神である廟で、劉王廟
(比較的規模が大きい)と猛;拝堂(規模が小さく一関小屋程度)のものがある。家廟は信者の家
の中に劉猛将の神棚を設けて朝晩供えものをするもので、その数は多くない。
劉猛将の祭記期間には臨時的な祭最Eと菌定的な祭犯の二種類がある。臨時的な祭詑は、時期が
決まっておらず、通常は病気を擢ったり生活の中で困難なことが起きたりした際に廟へ行って劉
王に加護を求めたり、神歌歌手を家に呼んで「常規j歌唱会をおこなうものである。常規または
抱台とは、所属する民間信仰組織「社j内の構成員間で行うもので、例えば構成員が家を造った
り、発病や礼拝活動などで常規を行うと届けた際にはその他の構成員は必ずそれに答えて参加す
る。参加者には費用はかからず、開催人が参加者の食事やお供え物等を準備するというものであ
る。常規と似たものに赴堂会というものがあるが、こちらは構成員以外の者も参加し、参加者か
ら一定の参加費を集める形式となる。
回定的な祭犯には春と秋の廟会が主として挙げられる。春に豊作を神に祈り、秋に豊作を神に
報告するのは農耕祭犯の特徴である。駆蛙神は農神に属しており、農神としての性質も備える。
具体的な祭紀時期は各地域によって異なるため、異なる廟を礼拝するうえで便利である。
以下は近年香が盛んに供えて賑わっている廟の会期である。江蘇省呉江市嘘鎮庄家製王廓で
は、正月 5呂(伝統的な方法は4白の晩から始まり夜通し賛神歌を歌うが、近年は4日.5日の
日中に行う)と 8月22日 (21日の晩に始め、 22日の日中に賛神歌を歌う)に、 j折江省嘉興市蓮
沼蕩劉猛王廟では、清明 (2月の場合は節日前日、 3月の場合は節日後日)と 8月11日から 13
日 (13日が正式日)に行われている。上海市金沢楊震(老爺)廟(劉猛将が併記)では3月28
Bと9月9日、所江省j胡ナト|石宗太君廟(劉猛将が併記)では正月 11日と 9月16日、江蘇省蘇汁i
上方山廟会(劉猛将が併記)では3月28白と 8月15Bにそれぞれ行われている。
これらの中で正月期間が最も頻繁であり、春期の劉猛将祭記は一月から清明節後まで延長する
こともできる。正月 13日は劉猛将の誕生日とされており、この前後期間の祭詑は最も賑やかな
ものとなっている。街江省と江蘇省の境にある蓮沼蕩(現在の嘉興市)の劉王廟は信仰の中心で
もあり、毎年清明節に劉王廟会が行われる。嬬船会とも称し、漁民がそれぞれの「香会(社)J
組織を持っている。一般的に廟会の 10日前に開催案内の連絡が四方に届けられ、船で生計を立
てている人々が蓮沼蕩に集まる。その数は数千隻にのぼり、玉江鎮まで十余里の列を成す。会期
は3日間で、数万人が嘉興市各地区の廟会を廻る。各会では香棚を設けることができ、希望する
自己の香会祭記を盛大に行い、互いに誇示し合う。
秋期の劉猛将祭は f青苗会J或いは「青菌社Jと呼ばれている。清裳景漏《美郡歩隼妃s百》に
? ???
は「中元市候， r万事耕転甫半，各磁銭没牲醸，迎奏猛特神，鼓示酬炊，西野揺五色紙旗，以駆丸
蜂，靖之青苗会。J15とある。会期は一般的に 3日間で、農家では「猛将命書jと呼ばれる色と
りどりの三角形の紙製の旗を差込み、最終日には「出会(或いは走会)Jとして猛将をかついで
巡る。
都猛将信仰の祭配儀式構造は中国のその他の民間信仰とi可様で、「請神(神を招く )J- r倒神
(神をもてなす)J- r送ネ[1 (神を送る)Jの三段様式である。違うところは、劉猛将の信仰儀式
では資材i歌の歌手が主催することで、彼らはネIJl吉jの役割も兼ねる。
その中で「酬神jの内容は最も多種多様で、ある。各地方の文献記載を見ると、清代民国時期、
毎年春期猛将祭と青苗会で慣例的に各地独特の舞踊や雑技、武術演技が必須とされていた。神歌
手は賛神歌を歌い、猛将宝巻を読みあげ、詩草台で神をもてなす芝居もおこなう。例えば江蘇省
昆山には「水陸猛将会」というものがかつてあり、陸上の活動とその他地方は同じで、水路では
乗船し、船上で各種の武術や雑技を演じる。また、平台山の猛将祭杷活動は 7日間で、一日自は
各地の漁民が集会を行い、 4隻が先行して漁民の貢物をj窮に運び、祝辞を並べる。二日目は神を
起こし、供え物をして神を招く。三日目は主祭で、部猛将を祈祷し、 f猛将神歌jを歌う。四日
自は午後と夜に神をもてなす演技をおこなう。そして六日目の午前に猛将像をかついで平台iJJ周
辺の島を一周する 160
筆者がここ数年に行った調査では、今の猛将会でも依然として猛将神歌が歌われ、猛将宝巻を
読みあげ、龍舞:なとな各種の表演が行われている。神{象を担いでめぐることは都猛将において極め
て特色的な活動であり、 2004年に江蘇省呉江市横扇鎮輪牛村照家港自然村から最初に回復した。
筆者が2007年8月21日に参加した活動について紹介する。照家港裂王廟はあまり大きくなく、
2棟の低い家屋の間に一本の小道が通るシンメトリー構造で、赤い瓦に白い壁でできている。東
側の-{習には老劉王と大小田つの劉王の像があり、西側一間には村ー人専用の焼香台がある。言い
伝えでは照家港には元々劉王廟はなく、清代の嘉慶-動光年間に太j胡洞庭東の西iJJで糞を貰って
堆Ii巴としていたが、その際付近の劉王廟で焼香して劉王を非常に崇拝する心理となり、そこで劉
王と他の二体の神像をこっそりと村まで運び、これから照家港の劉王が始まった。劉王が村に来
たこのiヨが陰暦の 7月9!ヨだったため、毎年このiヨに廟会を行うこととなった。 1955年に照家
港では劉王の巡会をやめ、毎年陰暦の 1日と 15日に焼香して祈ることのみおこなった。文化大
革命の期間、照家港の劉王廟はi徐かれ、全ての劉王廟会に関する活動は停止した。 1998年から
1999年に老劉王と大小四つの劉王の像が作られて劉王廟も再建された。 2004年には劉王の巡会
活動が復活し、その費用は村ー民の寄付で賄われている。
劉王!布の北側には大きくはない土地があり、調査した日には臨時の勅倒庁(現地俗称、テント
に似たもの)が立てられた。南側のものは表演用で、北側のものは 4体の郡王を記るものである。
赤色の神輿荷一列に並び、ネ[1輿の上部に赤いネ[!J傘には 2匹の金色の龍が刺繍されており、正面部
には「上天王Jの金文字がある。 3体の 10数mの長龍が左右にあり、龍旗や彩旗もある。
午前は祭柁活動で、お昼ご飯後に出巡が始まる。爆竹の音の後、何人かの白シャツを着た老婆
-170 
が群衆から出てきて劉王像たちの前で拝んでから、神像の後ろに回って敬いながら神像をそばの
赤い神輿に移動させ、位置を調整し赤い反物で固定させる Q 十数人の青年がゆっくりと神輿を担
ぎだし、その他の十数名がどらと太鼓役を担う。中年女性と老婆が3体の長龍を起こし上げて太
陽の下で翻すと、一面の金色の光沢を発する。
午後 l時半ごろ、劉王巡会が正式に開始となる。どらと太鼓の音の中、[2]留の龍旗(長さ約
2m)が先導し、どらと太鼓隊が随行して、その後に彩旗がはためき続く。老劉王の神像は神輿
の中に鎮座し、 4人の青年にゆっくり担がれる。劉王像はどらと太鼓隊に従い、続いて青赤の龍
が空を舞い、金色の龍が巨大な赤い龍珠を追う。長龍の後を色とりどりの小旗が在能の姿を映し
出す。これが老劉王の巡会方陣である。後に続く劉王もこの方陣をとり、劉王の卒中像も 4人の青
年に担がれ、後ろには高く空を舞う黄緑色の長龍が続く。更に後ろには小劉王と3Uの村から来た
劉王が続き、龍旗の護衛と長龍が付き添い、各色の彩旗が取り密んでゆっくりと進む。どらと太
鼓隊の4人の青年は村人と順序良く整列して続く。往年の慣例により、論牛村に属する 3つの自
然村内(除く照家港外、盛家港および常家所)を 2~3 時間かけて歩く。 隊列は民家の門ごとに
爆竹を鳴らされ出迎えられ、場所によっては門の前に供物卓も設置される。ある家廷では隊列が
門前や部屋で休息、できるようになっており、主人が果物やお菓子を準備する。しかしこれは事前
に組織の者と協議することが必要とされる。それはこれがとても栄誉なことで、その家に幸運や
財がもたらされるものだからであり、「留福Jとも呼ばれる。
隊列はこれらの方陣と秩序によって村の主要道路を午後4時過ぎまで、廼ったあと、劉王廟に戻
る。廟で再び村人たちが神輿から厳かに 4体の卒中像を出して神卓に戻すと、出巡活動は終わりを
迎える。現在の状況をみると、出巡活動は以前の規模にはまだ及ばないが、参加している村人の
熱意はとても高く、今後は規模を次第に拡大していくだろう。劉王廟でおこなわれるこの一連の
表演様式は、独自の表現および民衆の劉猛将への信仰観念によって形成された関将の叙事システ
ムである。
祭記儀式と文芸叙事は相互継承するものである。これによって民衆の劉猛将への信仰行為を不
断に強化され、ひとつの完成された信仰伝統を構成するのである
3.霊1]猛将信仰の賛神歌
現在の調査状況から、部猛将廟会期間に歌われる賛神歌は不可欠なものであり、賛神歌とその
歌い手による演出は重要な位置を占めていることが見えてくる。
賛神歌を歌うことは個体的な行為ではなく、一種の組織的集団行為である。当該地域には如旗
傘社、朱家社、七牲社などの 100社Jと命名された民間信仰組織が多くある。廟会はそれぞれ
の社の構成員による集団行動の場であり、歌手も所属メンバーであるが、実際には「指導者Jと
して活動計画を担当する。筆者たちが調査した廟会(芦嘘鶴王筋、嘉興蓮j四蕩劉玉廟)では、毎
回 5~6 支隊が参加して賛神歌を演唱する。例えば、芦嘘劉王廟は比較的狭く、廟内の本殿と左
右の建物には 3~4 の演唱隊のみしか配置することができず、そのためその他の縁(主に外部か
??
ら来た隊)は廟外で停泊している船の上(神像、供卓なし)で演唱するか、あるいは廟近くの農
家を借りてその中で演唱をおこなう。
これらの民間組織は規模も歴史も様々であるが、その中で芦嘘の「旗傘社Jは長い歴史と当地
で、の比較的高い名声を有している組織である。旗傘社の構成員は沈氏一族(現在は拡大)の血縁
関係による民間信仰組織である。 沈一族について紹介すると、彼らは漁業によって生計を立てて
おり、賛神歌を 9代にわたって演唱してきた(ただし現在8代までしか推測できていない)。彼
らは号令旗と大傘を標識として毎回廟の門口に大きい司令旗と傘を提示することから、旗傘社と
呼ばれる。毎年、!日暦の正月 4日、 3丹1日、 3月25日、清明節、 7月15日、 8丹12日、 8月
21日、重|場節などに社内メンバーや自己所有の船、あるいはタクシーで各廟会の劉猛将祭に出
掛け、賛神歌を演唱する。あるときには村ー人からの誘いを受けて民俗活動にも参加する。 演唱す
るのは「劉王老翁Jや「七老翁Jなどで、これらは教本はなく、完全に口頭で伝授される。今の
歌い手は沈天生 (1933生まれ)沈毛頭 (1936年生まれ)兄弟で、彼らはそれぞれ歌唱隊を率い
ている。各歌唱隊には基本 5~6 人の閤定歌手と数人の控え歌手がいる。
沈毛頭による彼ら一族の賛神歌の伝承状況は次のようである。第一代:沈仏昌、第二代:沈劉
高、第三代:沈玉堂、第四代-沈万正、沈万葉(兄弟)、第五代:沈進高(沈万正の子)、第六代
沈老虎、沈小弟(兄弟)、第七代:沈天生(沈老虎の子)、沈毛頭(沈小弟の子) (兄弟、他に沈
瑞生、沈根生、沈金生、沈福生と兄弟がいる)、第八代:沈仏忠(沈天生の子で歌うことができる)、
沈天林(沈毛頭の子で現在まだ歌えない)。
旗傘社の規模は、沈毛頭とその父親によると当時の蓮沼蕩の劉王廟72斑 (72の「劉王伝j神
歌グループ)では第一で、沈家では第二であり、当時旗傘社は 300戸以上の構成員を抱えていた。
沈金生の紹介によると、現在の旗傘社の構成員は 2000戸以上と発展しており、分布範囲はとて
も広い。江蘇省呉江市範囲では芦境鎮が中心で、金家、北庫等も含む。 7折江省は嘉善市の陶庄、
大舜、挑庄、洪渓、西塘、嘉興市の新巷皇などである。分布地域が広範囲で組織としては不便な
ため、いくつかの構成員は新しい「社Jを形成していき、旗傘社の分社が成立してきた。例えば、
2006年2月1日(正月 4B)午後に芦境劉玉廟に来ていた賛神歌の演唱隊は街江省嘉善了柵鎮
漁村ーの「朱家社Jで、主要歌手は朱金福 (81歳)と朱福興 (58歳)である。彼らによると、元々
は旗傘社の構成員だったが、朱金福が鎮老虎に弟子入りし、その後独立したという。このような
ことは沈毛頭と沈金生によれば比較的良くあることであるという。彼らの唄い方は旗傘社の唄い
方と基本的には同じであるが、歌調には違いがある。
このことからわかるように、賛神歌歌手の役割はただ演唱するだけではなく、民間信仰組織を
組織するものとしてその組織の中で比較的権威が高いものとなっている。このことも鶴猛将信仰
の特色の一つであり、廟会には通常は統一的な祭杷活動はないが、各民間信仰組織は単独で祭杷
活動を完成させる。賛神歌歌手は通常一族で伝承していき、多くの歌手が祭記活動の中で熟練し
ていき、歌手となるのである。
現地調査において、賛神歌の演唱過程と祭柁儀式は完全に一致しているか、または祭杷儀式が
賛神歌の進行に沿って進められている。賛神歌の演唱活動過程はだいたい祭神、賛神、送神の三
つに分けられる。
A.祭神(儀式のみ、演唱なし)
準備、お供え、祭拝の三つを含む。社の構成員が会場に到着後、持ってきたお供え物を供台に
分別(魚、肉、お菓子、果物等)して置き、その後香を供えて神様に礼拝する。集まった供え物
は一般的に歌い手の家の中に社旗とともに置かれ、毎由彼が廟まで運ぶことを担当する。
B 賛神(賛神歌の演唱が主、一定の儀式が伴う)
祭拝の後、賛柑l歌の演唱が開始される。請神、安神、賛神の三つの過程。請神は通常上・中・
下界の 108神を招く。安神は招いた神を決まった場所に鎮座し、神界の等級観念を体現する。賛
神は神歌の主体部分で、神の身上と偉業を賛美する叙事歌を演唱する。
C 送神(儀式と神歌演唱が同時進行)
送神では招いた神々を元の場所に送る。神歌演唱の最後の部分がこの送神である。歌手が送神
を演唱する半ばほどに、他の構成員が廟外の広場で松明を焚き、神銭や金銀元宝等を燃やし、供
卓上の供え物を撒く。 i寅唱が終わる時には供え物も撒き終わる。その後、全員で再度神に向かつ
て拝み、全ての活動が完了する。
芦嘘鎮や蓮沼蕩の劉王廟の状況から、賛神歌の演唱はパートに分けて進行される。 lパートは
約1時間程でそれぞれ一人の歌手が担当する。 10分程の休憩ののち、次の歌手が演唱する。祭事jJ、
賛神、送神で分けられるが、中間の賛神部分は状況によって分けられることもある。
例えば、 2006年2月1日(正月 4白)の旗傘社の芦嘘劉王廟での演唱は次のようであった。
第1歌唱:沈毛頭(誘神、約 45分間、神ごとに肢体動作を伴う)、第二歌唱:沈金生(安神、 1
時間 15分)、(午前9時45分に開始し 2時間演唱後、 11時50分に昼食、午後 l時から再開)、
第三歌唱:沈(張)六宝(女性、 60歳、沈老虎を義父として沈に改性、嘉善西塘大舜郷の出身
で毎回旗傘社の活動に参加、夫の王金財と一緒に来た) (賛神、劉王の出生及び青年期の生活を
演唱、約 1時間)、第四歌唱:張寿生(沈毛頭の姉の夫) (賛神、劉王の結婚から神になるまでの
過程を演唱、約1時間)、第五演唱:(送神、約30分)。
沈六宝によると、「劉王伝Jは7つの賛神部分の他に、請神、安神、送神を合わせた 10の部分
があるという。また沈毛頭は「劉王伝jを全部歌うには少なくとも 48時間は必要だと言い、今
回演唱したのは短縮版だという。請神を除いて、安神、送神は毎毘必ず演唱される内容以外、中
間部分は2セット歌うだけである。
神歌が演唱される際、多くは楽器による伴奏がおこなわれる。 4人で編成される歌隊では、主
要歌手が歌いながら小さいドラを鳴らし、その他の三人は太鼓、ドラ、シンバルを鳴らす。歌詞
は7字が基本で、「ドンチャンドンチャンドンドンチャンjと演唱される。ただし狭い場所や人
員が足りない場合などの特殊な状況では、楽器を使わずに参加者全員で声をかけて楽器の代わり
とすることもある。
音楽的な視点から見て、長編神歌の主要な章はどれも民間歌謡の体裁であり、単調で変化の少
ないリズムがひとつで比較的簡単に朗詠できる。彼らは神歌を I?寅p~J すると言い、「唱える J 1詠
むjとは言わない。歌のli::Jにある祈祷認や党諾の類のみ唱え、謹直で変化が乏しい。ただし歌手
や参加者に関わらず、皆とても敬度であり、特に歌手は開いている人が誰もいない状況でも演唱
は整然と行われる。これは、彼らが演rl品はやjlに捧げるものという信念を持っているからである。
賛子Ij1歌の演rJi雪中、我々は歌い手がただの歌唱者ではなく、神と人の仲介者の身分として存在す
る様子を見ることができる、請干ljの際、各種の神を招いて祭儀に参加させることを担当し、賛ネlp
では猛将ネ1l歌を演l唱して神の数々の事績を宣伝し、送持1では送ネIjlを演唱して全ての神を元の場所
にお送りする。目前Ijl-}j雪村1-送ネIjlJ の}iJf~序で演唱され、同時に相応する祭紀行為が行われるが、
他の行為で代替したり、 }I買序変更や重複することはできず、一般人に請け負わせることもできな
い。 同時に、 1~16~主ネlþである劉猛将廟には専門の神事職員はおらず、祭杷活動における統ーされた
組織メンバーや祭記儀式もない。また、それぞれの 100社Jと命名された民間信仰組織は単独
で進行されており、前述したように、それら民間信仰組織中の歌い手が組織の中で、祭記活動の組
織者となり、祭司、祝司などネIjlJ識の役割を担うこととなる。このことより、賛神歌を演唱するこ
とは祭記活動の中において欠くことのできないものとなっているのである。
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